
(57)【要約】

【課題】少ない鋼材やコンクリートで作業場周辺の水域

を仮締切することができる仮締切工及び仮締切工法を提

供する。

【解決手段】ダム堤体２０の水域Ｗ側に球面状止水壁１

０を形成する仮締切構造である。ダム堤体２０の水域Ｗ

側の面に球面状止水壁１０を取り付けて、必要な部分の

みをダム水域Ｗから締め切って工事用空間Ｓとすること

ができ、仮締切工に必要な鋼材やコンクリート等を節約

して工事費用を節約することができる。また、工事終了

後に止水壁を撤去する際の廃棄費用も節約することがで

きる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ダ ム 堤 体 の 水 域 側 に 止 水 壁 を 形 成 す る 仮 締 切 構 造 に お い て 、
ダ ム 堤 体 の 水 域 側 の 面 に 球 面 状 止 水 壁 を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る ダ ム 堤 体 の 仮 締 切 構
造 。
【 請 求 項 ２ 】
ダ ム 堤 体 と 前 記 球 面 状 止 水 壁 と に 囲 ま れ る 工 事 用 空 間 と 水 域 よ り 上 の 空 間 と を 連 絡 す る 連
絡 筒 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ダ ム 堤 体 の 仮 締 切 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 水 域 を 仮 締 切 し て 工 事 用 空 間 を 提 供 す る 仮 締 切 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 既 設 ダ ム に 取 水 設 備 や 放 流 設 備 等 を 増 設 し た り 改 良 し た り す る 、 既 設 ダ ム の 再 開 発
が 進 め ら れ て い る 。 こ の よ う な 再 開 発 を 行 う 場 合 に は 、 ダ ム 堤 体 の 作 業 場 周 辺 の 水 域 を 仮
締 切 し な け れ ば な ら な い 。 し か し ダ ム の 水 深 は 極 め て 深 い た め 、 鋼 矢 板 を 水 底 地 盤 に 打 ち
込 ん で 矢 板 壁 を 構 築 す る 従 来 の 工 法 で は 、 大 き な 水 圧 に 耐 え る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 例 え ば Ｈ 形 の 矢 板 を 水 底 地 盤 に 連 続 的 に 打 ち 込 ん で 半 筒 状 の 二 重 矢 板 壁 を 構 築 し
、 こ の 二 重 矢 板 壁 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 止 水 壁 と す る 仮 締 切 構 造 が 考 え ら れ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ３ ０ ５ ４ ８ ５ １ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 １ － ３ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し ダ ム の 水 深 は 極 め て 深 い た め 、 特 許 文 献 １ の 方 法 で は 水 面 上 に 達 す る 止 水 壁 を 設 け
る た め に 大 量 の 鋼 材 及 び コ ン ク リ ー ト が 必 要 と な り 工 事 費 用 が か さ み 、 ま た 工 事 終 了 後 に
は 止 水 壁 を 撤 去 す る た め 廃 棄 費 用 が か さ む と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 従 来 よ り も 小 規 模 ・ 低 コ ス ト で ダ ム 水 域 を 仮 締 切 で き る よ う に す る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う
に 、 ダ ム 堤 体 ２ ０ の 水 域 Ｗ 側 に 止 水 壁 を 形 成 す る 仮 締 切 構 造 に お い て 、 ダ ム 堤 体 ２ ０ の 水
域 Ｗ 側 の 面 に 球 面 状 止 水 壁 １ ０ を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ダ ム 堤 体 の 水 域 側 の 面 に 球 面 状 止 水 壁 を 取 り 付 け て 、 必
要 な 部 分 の み を ダ ム 水 域 か ら 締 め 切 っ て 工 事 用 空 間 と す る こ と が で き 、 仮 締 切 工 に 必 要 な
鋼 材 や コ ン ク リ ー ト 等 を 節 約 し て 工 事 費 用 を 節 約 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 水 圧 に よ り 球 面 状 止 水 壁 に 圧 縮 荷 重 が か か り 強 度 的 に 有 利 と な り 、 止 水 壁 の 厚 さ
を 薄 く す る こ と が で き 、 必 要 な 鋼 材 や コ ン ク リ ー ト 等 を さ ら に 節 約 し て 工 事 費 用 を 節 約 す
る こ と が で き る 。
ま た 、 仮 締 切 工 に 使 用 さ れ る 鋼 材 や コ ン ク リ ー ト 等 が 少 な い た め 、 工 事 終 了 後 に 止 水 壁 を
撤 去 す る 際 の 廃 棄 費 用 も 節 約 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ダ ム 堤 体 の 仮 締 切 構 造 に お い て 、 ダ ム 堤 体 ２
０ と 前 記 球 面 状 止 水 壁 １ ０ と に 囲 ま れ る 工 事 用 空 間 Ｓ と 水 域 Ｗ よ り 上 の 空 間 Ａ と を 連 絡 す
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る 連 絡 筒 ３ ０ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 工 事 用 空 間 と 水 域 よ り 上 の 空 間 と を 連 絡 す る 連 絡 筒 を 用
い て 、 工 事 用 空 間 か ら 排 水 し た り 、 工 事 用 空 間 へ 資 材 を 搬 入 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 と し て 既 設 ダ ム に 放 流 管 を 設 け る 際 の 仮 締 切 工 法 に つ い て
詳 細 に 述 べ る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 仮 締 切 構 造 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 ダ ム 堤 体 ２ ０ を 貫 通 す る 放 流 管 ２ １ の
水 域 Ｗ 側 の 開 口 部 が 形 成 さ れ る 位 置 付 近 に 球 面 状 止 水 壁 １ ０ が 形 成 さ れ 、 水 域 Ｗ を 締 め 切
っ て ダ ム 堤 体 ２ ０ と の 間 に ド ー ム 状 の 工 事 用 空 間 Ｓ を 形 成 し て い る 。 ま た 球 面 状 止 水 壁 １
０ に は 連 絡 筒 ３ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ は 、 本 発 明 に 用 い ら れ る 球 面 状 止 水 壁 １ ０ の 形 態 例 を 示 す 図 で あ る 。 球 面 状 止 水 壁 １
０ は 、 例 え ば 開 口 の 直 径 が １ ０ ｍ の 球 面 状 の 形 状 を し て お り 、 堤 体 取 付 部 １ １ と 、 連 絡 筒
取 付 部 １ ２ と を 有 し て い る 。 堤 体 取 付 部 １ １ は ア ン カ ー ボ ル ト 等 に よ り ダ ム 堤 体 ２ ０ に 取
り 付 け ら れ る 。 連 絡 筒 取 付 部 １ ２ に は ボ ル ト 等 に よ り 連 絡 筒 ３ ０ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
球 面 状 止 水 壁 １ ０ と し て は 球 面 状 に 形 成 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト を 用 い て も よ い し 、 あ る い
は 球 面 状 の 鋼 の 外 郭 の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た も の 等 、 任 意 の 素 材 を 用 い て も よ い
。 止 水 壁 が 球 面 状 で あ る こ と で 、 水 圧 に よ り 球 面 状 止 水 壁 １ ０ に 圧 縮 荷 重 が か か る の で 強
度 的 に 有 利 と な り 、 球 面 状 止 水 壁 １ ０ の 厚 さ を 薄 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
連 絡 筒 ３ ０ は 図 １ に 示 す よ う に 、 球 面 状 止 水 壁 １ ０ と ダ ム 堤 体 ２ ０ と で 囲 ま れ る 工 事 用 空
間 Ｓ と ダ ム 水 域 Ｗ よ り 上 の 空 間 Ａ と を 連 絡 す る 管 で あ り 、 工 事 用 空 間 Ｓ 内 部 の 水 を 汲 み 出
し た り 、 工 事 用 空 間 Ｓ 内 部 へ 資 材 を 搬 入 し た り す る た め に 使 用 さ れ る 。 連 絡 筒 ３ ０ と し て
は 、 例 え ば 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 管 や 鋼 管 等 、 耐 圧 性 の あ る 管 を 用 い て 形 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 仮 締 切 構 造 は 例 え ば 以 下 の よ う に 形 成 さ れ る 。 ま ず 放 流 管 ２ １ が 形 成 さ れ る 付 近
の ダ ム 堤 体 ２ ０ の 表 面 に モ ル タ ル を 塗 布 し て 表 面 を 平 滑 に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 ダ ム 堤 体 ２ ０ の 上 部 に 設 け た 建 設 機 械 （ 図 示 せ ず ） で 球 面 状 止 水 壁 １ ０ を 吊 り 下 ろ
す 。 次 に 球 面 状 止 水 壁 １ ０ の 堤 体 取 付 部 １ １ を 、 モ ル タ ル を 塗 布 し た ダ ム 堤 体 ２ ０ に ア ン
カ ー ボ ル ト 等 で 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 上 記 建 設 機 械 で 連 絡 筒 ３ ０ を 吊 り 下 ろ し 、 ダ ム 堤 体 ２ ０ に 取 り 付 け た 球 面 状 止 水 壁
１ ０ の 連 絡 筒 取 付 部 １ ２ に 連 絡 筒 ３ ０ を ボ ル ト 等 で 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 連 絡 筒 ３ ０ か ら 球 面 状 止 水 壁 １ ０ と ダ ム 堤 体 ２ ０ と に 囲 ま れ た 工 事 用 空 間 Ｓ の 内 部
に 充 填 材 を 充 填 す る 。 充 填 材 と し て は 、 エ ア ー モ ル タ ル や ウ レ タ ン フ ォ ー ム 等 を 使 用 す る
こ と が で き る 。 充 填 材 を 充 填 す る こ と に よ り 、 工 事 用 空 間 Ｓ か ら 排 水 す る こ と が で き る と
と も に 、 球 面 状 止 水 壁 １ ０ と ダ ム 堤 体 ２ ０ と の 隙 間 や 、 球 面 状 止 水 壁 １ ０ と 連 絡 筒 ３ ０ と
の 隙 間 が 充 填 材 で 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ダ ム 堤 体 ２ ０ に 放 流 管 ２ １ を 設 け る 場 合 に は 、 工 事 用 空 間 Ｓ に 充 填 材 を 充 填 し た 後 に 、 ダ
ム 堤 体 ２ ０ の 反 対 側 か ら 掘 削 す る こ と で 、 ダ ム 堤 体 ２ ０ に 放 流 管 ２ １ を 設 け る こ と が で き
る 。 工 事 用 空 間 Ｓ を 充 填 材 で 満 た す こ と で 、 放 流 管 ２ １ が ダ ム 堤 体 ２ ０ を 貫 通 し た 際 に も
、 放 流 管 に 水 が 流 れ 込 む 恐 れ が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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ま た 、 充 填 材 を 充 填 す る 代 わ り に 、 連 絡 筒 ３ ０ か ら 工 事 用 空 間 に 止 水 材 を 注 入 し て も よ い
。 止 水 材 と し て は 、 例 え ば ブ チ ル ゴ ム 、 水 膨 張 ゴ ム 、 あ る い は モ ル タ ル 等 、 任 意 の 止 水 材
を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 上 の よ う な 仮 締 切 構 造 に よ れ ば 、 必 要 な 部 分 の み を ダ ム 水 域 Ｗ か ら 締 め 切 っ て 工 事 用 空
間 Ｓ と す る の で 、 工 事 に 必 要 な 鋼 材 や コ ン ク リ ー ト 等 を 大 幅 に 節 約 し 工 事 費 用 を 節 約 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
工 事 終 了 後 に は 、 連 絡 筒 ３ ０ 及 び 球 面 状 止 水 壁 １ ０ を 上 述 し た 方 法 と 逆 の 順 番 で 解 体 し 、
建 設 機 械 で 吊 り 上 げ る こ と で 容 易 に 撤 去 す る こ と が で き る 。 そ の 際 も 仮 締 切 工 に 使 用 し た
鋼 材 や コ ン ク リ ー ト 等 が 少 な い た め 、 止 水 壁 を 撤 去 す る た め の 廃 棄 費 用 も 節 約 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ は 、 球 面 状 止 水 壁 １ ０ の 他 の 形 態 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 球 面 状 止 水
壁 １ ０ は 、 複 数 の 部 材 （ 図 で は ４ 部 材 ） を 組 み 合 わ せ て 構 成 し て も よ い 。 こ の よ う に 止 水
壁 を 複 数 の 部 材 か ら 構 成 す る よ う に し た 場 合 に は 、 現 場 へ の 搬 送 が 容 易 に な る と い う 利 点
が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
あ る い は 、 型 枠 を 水 中 に 形 成 し 、 型 枠 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 球 面 状 止 水 壁 １ ０ や 連 絡
筒 ３ ０ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 以 上 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 コ ン ク リ ー ト や 鋼 材 か ら な る 止 水 壁 と し た が 、 本 発
明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
そ の 他 、 止 水 壁 の 堤 体 へ の 取 付 方 法 等 、 具 体 的 な 細 部 構 造 や 素 材 に つ い て も 適 宜 に 変 更 可
能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ダ ム 堤 体 の 水 域 側 の 面 に 球 面 状 止 水 壁 を 取 り 付 け て 、 必
要 な 部 分 の み を ダ ム 水 域 か ら 締 め 切 っ て 工 事 用 空 間 と す る こ と が で き 、 仮 締 切 工 に 必 要 な
鋼 材 や コ ン ク リ ー ト 等 を 節 約 し て 工 事 費 用 を 節 約 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 水 圧 に よ り 球 面 状 止 水 壁 に 圧 縮 荷 重 が か か り 強 度 的 に 有 利 と な り 、 止 水 壁 の 厚 さ
を 薄 く す る こ と が で き 、 必 要 な 鋼 材 や コ ン ク リ ー ト 等 を さ ら に 節 約 し て 工 事 費 用 を 節 約 す
る こ と が で き る 。
ま た 、 仮 締 切 工 に 使 用 さ れ る 鋼 材 や コ ン ク リ ー ト 等 が 少 な い た め 、 工 事 終 了 後 に 止 水 壁 を
撤 去 す る 際 の 廃 棄 費 用 も 節 約 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る こ と に 加
え て 、 工 事 用 空 間 と 水 域 よ り 上 の 空 間 と を 連 絡 す る 連 絡 筒 を 用 い て 、 工 事 用 空 間 か ら 排 水
し た り 、 工 事 用 空 間 へ 資 材 を 搬 入 し た り す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 仮 締 切 構 造 の 例 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 垂 直
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 用 い ら れ る 球 面 状 止 水 壁 １ ０ の 形 態 例 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 水 域 側
か ら 見 た 正 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 用 い ら れ る 球 面 状 止 水 壁 １ ０ の 他 の 形 態 例 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 水
域 側 か ら 見 た 正 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 止 水 壁
１ １ 　 　 　 堤 体 取 付 部
１ ２ 　 　 　 連 絡 筒 取 付 部
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２ ０ 　 　 　 堤 体
２ １ 　 　 　 放 流 管
３ ０ 　 　 　 連 絡 筒
Ｓ 　 　 　 　 　 工 事 用 空 間
Ｗ 　 　 　 　 　 水 域

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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